
 

 

 

 

日本ホッケー協会連携企画第 3弾 

PR動画「120秒でハマる！ホッケー」を制作 
小中学生にも分かりやすく！ホッケーのルールや“神技”を映像表現 

 

総合学院テクノスカレッジ（東京工学院専門学校／東京エアトラベル・ホテル専門学校）は、すべての学科において学科

横断型のプロジェクト授業「TECHNOS ゼミ」を実施しています。各ゼミでは、企業や自治体と連携しながら課題解決に向

けた企画提案を行い、実践的な学びを深めています。 

映像メディア学科では、2024年より公益社団法人日本ホッケー協会（所在地：東京都新宿区）の協力のもと、ホッケ

ー女子日本代表チームの映像制作を行い、競技の魅力を広く発信してきました。 

そしてこの度、これまでの実績を踏まえ、日本ホッケー協会と当ゼミが共同で企画・制作した第 3弾の PR動画が完成しま

した。今回は「120秒でハマる！」をコンセプトに、小中学生を中心とした若年層に向けて、ホッケーのルールや“神技”をわか

りやすく伝えるショート動画スタイルです。国内外の試合経験豊富なプロ選手を起用し、迫力と躍動感をリアルに表現。高

速度カメラやスタビライザー（DJI ・RONIN 5）など最新の撮影機材と高度テクニックを駆使し、視覚的に引き込まれる映

像を実現しました。 

この PR動画は、5月 21日より、日本ホッケー協会公式 YouTube チャンネルほか、SNS にて公開されます。 

https://www.youtube.com/@jhahockey 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜PR動画「120秒でハマる！ホッケー」のワンシーン＞ 

 

 

  

報道関係各位 

 

2026年 5月 21日 

総合学院テクノスカレッジ 

https://www.youtube.com/@jhahockey


 

 

ホッケー女子日本代表チームの映像制作の経緯 

本学院では学生自らが、社会におけるさまざまな課題に対し、Z 世代ならではの発想をもって解決に向けた学生主体のプロ

ジェクトを立ち上げ、日々数多くの取り組みに挑んでいます。とりわけ、社会の「ウェルビーイング」の実現には、スポーツが生み

出す社会的価値に注目し、スポーツを通じた学修機会や交流を「TECHNOSゼミ」の中でも取り入れています。 

 

2024年夏には、公益社団法人日本ホッケー協会の協力のもと、本学の映像メディア学科を中心に、ホッケー女子日本代

表チームの応援の輪を広げるプロジェクトを始動。競技種目としての知名度や次世代の育成に課題を抱えるフィールドホッケ

ー競技の現状をふまえ、ホッケー女子日本代表チーム選手の魅力や競技の面白さを伝える映像制作を行い、SNS を使っ

た PR施策も企画するなど、フィールドホッケーの認知向上に挑戦しました。 

さらに 2025年の「ゼミ」では、日本代表選手や元日本代表選手が出演する動画で、学生たちはドローン撮影やスーパー

スローなどの映像技術を駆使しながら、ダイナミックかつ繊細な映像表現でホッケーの魅力を映し出しました。 

第 3弾となる今回は、「120秒でハマる」というコンセプトのもと、短時間で視聴者を引き込むスピード感あふれる映像を制

作し、競技の基本ルールやプレイヤーの“神技”をわかりやすく紹介しています。 

 

[動画公開先] 

●日本ホッケー協会公式 YouTube チャンネル https://www.youtube.com/@jhahockey 

●Facebook https://www.facebook.com/hockey.nationalteam 

●X https://x.com/japan_hockey 

●Instagram https://www.instagram.com/japan.hockey/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜撮影の様子＞ 

https://www.youtube.com/@jhahockey
https://www.facebook.com/hockey.nationalteam
https://x.com/japan_hockey
https://www.instagram.com/japan.hockey/


 

 

 

[関係者のコメント] 

●演出:高須尚史 ＜映像ディレクター・本学卒業生＞ 

今回の映像、実は台本上の約 80%を 2時間で撮影しなければならないという厳しい条件下で制作しました。 

カメラマンの学生には、限られた時間内で的確なカットを考えてもらい、初めての機材を用いて撮影をしてもらいました。社会

に出て即戦力となるためには、“実践的な機材”の使用経験が必要です。多年次のカリキュラムでその技術を習得していた

からこそ、すべてのカットを時間内に撮影することができたと思うのです。アシスタントをしてくれた学生も、主体的に行動する

姿勢が素晴らしかったと思います。今回の撮影を通じ、改めてテクノスの学生の「チカラ」を実感しました。 

 

●カメラ担当:河野大夢（コウノ ヒロム） ＜映像メディア学科 大学コース 3年＞ 

今回のプロジェクトでは試合撮影を担当し、迫力やスピード感を引き出す映像表現に注力しました。事前に試合を分析し

臨みましたが、展開の速さに対応する難しさを実感し、事前理解と瞬時の判断力の重要性を学びました。 

 

 

【学校概要】 

総合学院テクノスカレッジ  （東京工学院専門学校／東京エアトラベル・ホテル専門学校） 

https://www.technosac.jp/ 

 

■法人名：学校法人 田中育英会 

■設立：1959年 

■所在地：〒184-8543 東京都小金井市前原町 5-1-29 

 

■オープンキャンパスについて 

https://www.technosac.jp/experience/ 

 

 

【この件に関するお問い合わせ】 

総合学院テクノスカレッジ 

広報部 

E-mail:info@technos.ac.jp 


